
 
 

 

情情報報モモララルルのの指指導導実実践践報報告告  

～高等部普通科の自立活動～ 
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本稿では、2021年度の 1学期前半に本校高等部普通科 1年で行った「情報モラル」の自立活動について報

告する。ICT 化が進む情報社会を生きる上で、情報機器についての正しい知識と理解が国民全体に求められ

ているが、特にコロナ禍にある現在は、様々なコミュニケーション上の制約の中、学校生活においても携帯

電話やタブレット端末などの情報機器をコミュニケーションツールとして使用する機会は以前よりも増えて

いる。コロナ禍で例年よりも行動が制限され、楽しみも少ない中、校内での使用を認められ、タブレット端

末のようにフィルタリングもない携帯電話は数少ない娯楽のツールになり得る。しかし、正しい知識なしに

情報機器を使うことは大変な危険と隣り合わせの行為である。本校高等部普通科では、校内での携帯電話の

使用を禁じない代わりに、卒業後も情報社会で問題なく生きていけるように、生徒たちには正しい知識と理

解を持って、携帯電話の節度ある使用ができるように指導している。本稿で報告するのは、その第 1 回目の

指導の内容である。聾学校としては人数が多い本校の特色を活かして、生徒のグループ活動という形で情報

モラルに関するテーマについて調べ、発表する。「情報モラル」教育は、自立活動の「人間関係の形成」とも

関わることなので、第 1 回目の自立活動のテーマを「情報モラル」とし、学年全体で同じテーマについて話

し合い、個人面談を通じて個々の実態把握と指導に取り組んだ。 

 

キー・ワード：情報モラル 自立活動 人間関係の形成 携帯電話 タブレット端末  

 
1 はじめに

文科省は「情報社会で適正な活動を行うための基

になる考え方と態度」を「情報モラル」と定めてお

り、「他者への影響を考え、人権、知的財産権など自

他の権利を尊重し情報社会での行動に責任をもつこ

とや、危険回避など情報を正しく安全に利用できる

こと、コンピュータなどの情報機器の使用による健

康とのかかわりを理解することなど」を各教科の指

導の中で身に着けさせることとしている(文科省

2020）。本校は特別支援学校であり、各教科における

指導の外にも自立活動の時間を情報モラル教育に有

効に活用している。特に毎年必ず問題となるのは携

帯電話とタブレット端末の使い方である。既に 10年

以上前の文科省(2010)でも、「携帯電話の所有や利

用については家庭の問題と認識されがちだが、（中

略）教科指導における ICT活用は今後の生徒指導に

は必要不可欠である。携帯電話やコンピュータを利

用した教育の進展のためにも、学校全体で情報モラ

ル教育を取り入れることが必要である」という見解

が示されているが、昨年度からはコロナ禍にあって、

学校でも授業や行事をリモートで行う機会が増え

た。生徒達が ICT 機器を使うことが以前よりも増
え、正しい情報モラル教育の必要性も増している。 
本稿では、2021年 4月に本校高等部普通科に入学

してきた 1 年生 24 人を対象に、自立活動の時間に

行った最初の情報モラル教育の実践について報告す

る。 
 
2 生徒の実態 

(1) 中学部までとの違い

 聴覚特別支援学校である本校の生徒たちにとっ

ては日常のコミュニケーションツールとして携帯

電話のメール機能は必需品であり、寄宿舎生は保護

者とのやり取りにも携帯電話が必要である。高校生
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ともなれば、携帯電話もルールを守って使えるよう

にしなければならないという考えの下に、高等部普

通科では携帯電話を校内で使うことを認めている。 
 本校中学部もそうであるが、聾学校でも、中学部

までは学校内での携帯電話の使用を禁じていると

ころは多い。そのため、高等部に上がって携帯電話

が校内でも使えるようになり、また、授業のための

ツールとしてではあるが、タブレット端末が配布さ

れると、生徒たちの気分は高揚し、つい、ルールか

ら外れた使い方をしてしまう生徒も出てくる。ゆえ

に 1 年生は 1 学期開始早々に第 1 回目の情報モラ
ルの指導を行い、正しい知識と良識を身につけさせ

ることが必要である。 
 
(2) 実態把握の流れ

 新学期が始まり、内部生 12名、外部生 12名、計

24名の 1学年の学校生活がスタートした。コロナ禍

にあって、例年のような形での新入生歓迎会は行え

ず、密を避けた形でリモートも取り入れながら生徒

会が中心となって新入生を迎えてくれたが、やはり

窮屈さはあり、学年担任としては、新入生たちがど

のように友人関係を作っていくのか、気になるとこ

ろではあった。そこで、1 学期の間に生徒との個人

面談を 2回行った。1回目は 4月末から 5月初めに

かけてであったが、そこで生徒たちの携帯電話の使

用に問題があることがわかってきた。生徒間で写真

を撮り合い、その写真を共有することが一部の生徒

の間で盛んに行われており、場合によっては撮られ

る生徒の了解を得ていないこともあった。特に公立

の聾学校出身の生徒だと、同学年の生徒が数人しか

いないという環境に置かれることもあり、本校に入

学して急にたくさんの友人ができ、楽しくて、自分

がどんな楽しい環境にいるのかを知人に知らせたい

という気持ちが生じるというケースも見られた。面

談でそのような状況が把握できたため、個別に指導

するとともに、学年全体でも情報モラルについて考

えさせる時間を設けた。自立活動は個々の生徒の実

態に応じて個別に行うものだが、本校は 1学年が 24

人と、特別支援学校としては人数も多く、生徒同士

がコミュニケーションを取りながら高め合っていけ

るような指導方法も有効である。特に、グループ活

動は自他を比較する中での気づきも多いため、学年

活動の中では積極的に取り入れている。今回も個々

の学びとグループ活動を組み合わせて活動を進めさ

せることにした。 
 

3 自立活動の目標と計画 

(1) 自立活動の目標

 長期的な目標としては、「情報社会における正しい

判断や望ましい態度を育てること」と「情報社会で

安全に生活するための危険回避の方法の理解やセキ

ュリティの知識・技術，健康への意識を育てること」

を掲げているが。短期的な指導目標は「携帯電話や

タブレット端末などの ICT機器を正しい知識を持っ

て適切に使えるようになる」ことである。中学部か

ら高等部に進学して、環境が大きく変わった時点で、

まずは押さえておかなければならないことである。

自立活動の内容としては、新学習指導要領(文部科学

省 2020)に示されている 6 つの区分のうち、「3．人

間関係の形成」に関わることとして扱う。特に ICT

機器を通して他者と関り、集団へ参加することは、

今後様々な場面で求められることである。そのため

のステップとして、高等部第 1学年最初の自立活動

を行った。 

 

(2) 活動計画

 第 1回「情報モラル」教育の計画は Table1に示し

た通りである。グループは 4 人ずつのグループを 6

つ作らせた。グループ活動で調べるテーマは下記の

3 つで、同じテーマについて 2 つのグループが調べ

ることとし、どのテーマを調べるかは生徒たちに話

し合って決めさせた。 
 
テーマ 1：コンピューターウイルス，情報漏洩 

テーマ 2：SNS上の誹謗中傷・捏造 

テーマ 3：著作権の問題 
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Table 1 

1限目 教員の講義。「情報モラルについて」 
プリント配布→「情報モラル」とは何か。

各自調べ学習 
2限目 グループ活動。「情報モラル」について

調べたことを話し合ってまとめ、提出す

る。→教員が確認して返却 
3限目 グループ活動。担当テーマについて調

べ、発表資料を作る。 
4限目 発表。テーマ 1の 2グループ 

5限目 発表。テーマ 2の 2グループ 

6限目 発表。テーマ 3の 2グループ 

まとめを書いて提出 

 
 自立活動としての本来の目標の他にも、この活動

には主となる活動の副産物的なものとして、次に挙

げるねらいがあった。 
 a.クラスや学年の連帯感を高める。 

 b.発表資料の作り方、発表の仕方の基本を学ぶ。 
 コロナ禍にあって、生徒達は多くの制約の中で学

校生活を送っている。本来なら楽しく話しながら過

ごせる昼休みも、食事中は前を向いて黙って食べな

ければならない。レクリエーションの類も工夫して

できる範囲で行っているが、以前に比べて生徒間が

触れ合い、親しみ合う機会は少なくなっている。1年
生は入学してきて 1か月経っておらず、まだ学年で

共同作業をする機会を十分に持てずにいた。そんな

中で、同じテーマについて共に調べ、意見交換をし、

発表するという活動は密を避けながらもでき、生徒

間の距離を縮める機会になる。そんな期待もあった。 

 発表資料の作り方や発表の仕方は、高校 3年間の

間に国語の授業や総合的な探究の時間に生徒に指導

する機会はあるが、その前にごく基本的なことがわ

かっているか学年担当として確認しておきたかった。

もう 10 年近く前になるが、筆者は本校で勤務する

以前はいくつかの大学で講義を受け持っていたこと

がある。各講義で最初に課した大学 1年生のレポー
トは文体が普通体でなかったり、ら抜き言葉や話し

言葉が使われていたり、参考文献が載せられていな

かったり等々、ごく基本的なことができておらず、

大学でそこから指導しなければならないこともあっ

た。また、大学の講義時間をそういった基本事項の

指導に使うのはもったいない。レポートの書き方や

発表資料の作り方の基本的なことは高校の間に教え

ておきたい。また、聴覚障害のある生徒は聞こえる

生徒に比べて口頭での説明が伝わりにくいので、そ

の分、発表資料をわかりやすく作る必要がある。そ

のための第一歩としてこの機会を利用し、まずは学

年全体への指導を行いたいと考えた。本校は習熟度

別クラスで授業を行っているため、各教科での指導

だと、学年間での統一が取りにくいため、この機会

に学年全体で共通認識を持たせたかった。 
 
4 具体的な指導の内容 

(1) 調べ学習と発表

 生徒たちにはまず次の 2つの課題を与えた。 
課題 1： 

「情報モラル」とは何か。その定義を調べなさい。

各自で調べた後、グループでまとめて代表者がロ

イロノート・スクールの提出箱に提出してくださ

い。 

課題 2： 

グループに分かれて、与えられたテーマについて

分担して調べ、発表しましょう。同じ 1つのテー

マを 2グループが担当し、発表内容を比較します。

発表資料はロイロノート・スクールを使って作り

ましょう。発表資料も代表がロイロノート・スク

ールの提出箱に提出してください。 

 調べるツールは生徒たちが持っているタブレット

端末で、その時間はインターネット接続ができるよ

うにした。また、調べたことをまとめて提出するた

めのツールとしては、各教科でも使っているロイロ

ノート・スクールというアプリを使用した。教員か

ら生徒への指示や講評もこのアプリを使って送信し

た。提出物は全員で共有されるように設定したので、

生徒全員が他のグループの提出物を自由に見られる。

なお、このアプリでは提出物は端末上で「カード」

の形でやり取りする。 
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